
製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

空燃比制御液動ガス遮断バルブ ＳＫＰ７５シリーズ

ＳＫＰ７５

適用範囲

ＳＫＰ７５空燃比制御液動ガス遮断弁は加圧燃焼するガスバーナの三位置制御（ＨＩ－ＬＯ制御）及び比例
制御システムにおいて次の周辺機器の機能を総べて満足します。
■圧力制御ガバナ
■遮断弁（スローオープン・クイックシャット）
■機械式リンケージ機構
■炉内圧変動に対するガス量補正
■空燃比の設定と補正（Ｐｇ／Ｐａ ： ０．４～９．０）

■低燃焼の過剰空気設定（標準±０．１ｋＰａ、ＢＩＡＳシフト仕様＋０．１～－０．４５ｋＰａ）

◆ 燃焼用空気量に応じたガス量が常にバーナへ供給されます。
◆バーナ周辺機器が減少し、装置全体がコンパクト化します。
◆複雑なリンケージ機構が不要となり、試運転調整時間が短縮できます。
◆ フェールセーフではなかったリンケージ機構のはずれ等による事故から安全を守ります。
◆ ガス圧制御用バルブシートと燃焼量制御用弁が同一の弁ですので、配管の圧力損が減少します。
（従来別途発生していたガバナ圧力損をゼロとして計算できます。）

◆ 例えばインバータ制御におけるＨＩ－ＬＯ移行時の空気量とガス量のバランスが開閉方向ともオンレシオで
制御が可能になりますので特に表面燃焼バーナ等の予混合バーナの制御に最適です。

◆比例制御、三位置制御用バーナ（ＨＩ－ＬＯ）等の区別がなくなりますので、基本設計が容易になります。

特徴

ＳＬ００７６３４９－１／３３

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

●本シリーズはヨーロッパ統一規格（ＥＮ規格）承認品でＣＥ規格対応品です。
●液動式のアクチェータにより開閉されるガス・バルブＳＫＰ・・ＶＧ・・は天然ガス、都市ガス、ＬＰＧ、空気等の
非腐食性ガス専用の遮断及び制御用のバルブです。
●アクチェータの動作はスローオープン、クイックシャット方式です。
●ＳＫＰはＶＧＧ／ＶＧＦ／ＶＧＨシリーズのガスバルブボディと組み合わせることにより、 ２０Ａ～１２５Ａまでの

配管口径に対応できます。
●アクチェータの取付位置はバルブ、ボンネットに対して四方向いずれの位置にでも固定でき、
バルブ全体の取付姿勢は水平、垂直配管において本体が下向きにならないような取り付けまで可能です
ので燃焼装置全体の機器配置が効率的になります。
●特殊ガスにはＳＫＰ１５／ＶＲＦ／ＶＲＨシリーズを御検討願います。
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

注意事項

注意事項

死傷事故や装置の損傷を防止する為、下記の事項は必ず厳守願います。

◆破損したり、改造したアクチェータは絶対使用しないこと！
◆電気の配線を変更したり、交換する場合には制御盤の主電源を必ずＯＦＦにしてから作業を行うこと！
◆爆発などの危険を除去する為の安全装置や配線、導圧管の確認を必ず実施してから運転を行うこと！
◆アクチェータはバルブボディより外して通電すると全開時に内部のシール部が破損します。
アクチェータ単体での通電は絶対行わないこと！

－バルブ全体の取付姿勢を厳守願います。

－機器は屋内に設置願います。

－ガスバルブボディは弊社ＶＧＧ／ＶＧＦ／ＶＧＨシリーズを使用して下さい。

－ガス供給圧力は使用するガスバルブボディにより決められている圧力以下でご使用して下さい。
－本システムは一般のガバナと同様にバルブボディにより最小制御ガス量特性があります。
本資料に記載されております「最小制御ガス流量」をご確認ねがいます。

－導圧管の内径は６ｍｍ以上の製品を使用して下さい。

－導圧管からアクチェータＳＫＰ×５に加わる圧力は仕様書に記載されている圧力以内になるように

設定して下さい。

－ガス側の導圧管はガスバルブから配管口径の５ｄ以上離れた場所から取り出して下さい。

－アクチェータに接続する各差圧を検出する導圧管は乱流影響の無い場所から取り出して下さい。

－導圧管は配管やダクトの中に飛び出さないように注意して下さい。

－すべての導圧管は負荷の変動に対して速やかに反応できる場所に取り付けて下さい。

－リジェネイティブバーナ等の様に切換動作の激しいバーナではガスバルブボディＶＧＨシリーズの

使用はお避け下さい。

設置時の注意事項

中圧Ｂ供給用の遮断バルブにつきましては、
ＳＹＳＴＥＭ７０Ｓ，３０Ｓ，２０Ｓ，１０Ｓの資料をご参照ねがいます。

※記載内容は予告なしに変更させていただく場合
がありますので、あらかじめ御了承ください。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

空燃比機能付アクチェータ ＳＫＰ７５ 標準仕様

ＳＫＰ７５
標準仕様書

部品番号

電源電圧

電源周波数
消費電力
動作
駆動方式
動作時間

動作周囲温度

質量
空燃比設定範囲
バイアス調整範囲
制御精度

使用空気ダンパ開閉時間

導入最小必要圧力

導入最大圧力

取付姿勢
ガス側導入耐圧
閉確認スイッチ
導圧管取出位置

ＳＫＰ７５Ｈ００１１（１００Ｖ 閉確認スイッチ有）
ＳＫＰ７５Ｈ００１２（２００Ｖ 閉確認スイッチ有）
８５～１１０ＶＡＣ （１００Ｖ用）
１８７～２２０ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ
１３．５ＶＡ 連続定格

空燃比制御
油圧サーボ
全開 １０～１７秒以内（バルブボディにより異なる）
全閉 １秒以内
－１０ ～ ＋６０℃

２．３Ｋｇ
０．４～９．０ （ガス圧／空気圧）
＋０．１ ～－０．１ ｋＰａ
低燃時 １０％以下
高燃時 ２％以下
低燃 → 高燃 １０秒以上
高燃 → 低燃 １０秒以上
ガス圧 ０．１ｋＰａ 以上
空気圧 ０．０５ｋＰａ以上
ガス圧 １０ｋＰａ
空気圧 ３ｋＰａ（空燃比＞２．０）

５ｋＰａ (空燃比≦２．０）
炉内圧補正導圧管を接続した場合は
（導入最大圧力）＝（導入空気圧）－（炉内圧）

水平より下向き不可、ダイヤフラムが常に垂直位置である事
０．１ＭＰａ
接点 ６（２）Ａ ２５０Ｖ ＡＣ
空気側 ダンパ二次側で乱流のない所
ガス側 バルブ出口より下流へバルブ口径の５倍

以上の距離で乱流の無い位置
炉内圧側 炉内より水分の流入しない所

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－３／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

空燃比機能付アクチェータ ＳＫＰ７５ ＢＩＡＳシフトタイプ仕様

ＳＫＰ７５ＢＩＡＳシフト
仕様書

部品番号

電源電圧

電源周波数
消費電力
動作
駆動方式
動作時間

周囲湿温度
質量
空燃比設定範囲
バイアス調整範囲
制御精度

使用空気ダンパ開閉時間

導入最小必要圧力

導入最大圧力

取付姿勢
ガス側導入耐圧
閉確認スイッチ
導圧管取出位置

ＳＫＰ７５Ｈ５０１１（１００Ｖ 閉確認スイッチ有）
ＳＫＰ７５Ｈ５０１２（２００Ｖ 閉確認スイッチ有）
８５～１１０ＶＡＣ （１００Ｖ用）
１８７～２２０ＶＡＣ （２００Ｖ用）

４７～６４Ｈｚ
１３．５ＶＡ 連続定格

空燃比制御
油圧サーボ
全開 １０～１７秒以内（バルブボディにより異なる）
全閉 １秒以内
－１０ ～ ＋６０℃

２．３Ｋｇ
０．４～９．０ （ガス圧／空気圧）
＋０．１ ～－０．４５ ｋＰａ
低燃時 １０％以下
高燃時 ２％以下
低燃 → 高燃 １０秒以上
高燃 → 低燃 １０秒以上
ガス圧 ０．１ｋＰａ 以上
空気圧 ０．０５ｋＰａ以上
ガス圧 １０ｋＰａ
空気圧 ３ｋＰａ（空燃比＞２．０）

５ｋＰａ (空燃比≦２．０）
炉内圧補正導圧管を接続した場合は
（導入最大圧力）＝（導入空気圧）－（炉内圧）

水平より下向き不可、ダイヤフラムが常に垂直位置である事
０．１ ＭＰａ
接点 ６（２）Ａ ２５０Ｖ ＡＣ
空気側 ダンパ二次側で乱流のない所
ガス側 バルブ出口より下流へバルブ口径の５倍

以上の距離で乱流の無い位置
炉内圧側 炉内より水分の流入しない所

特長
標準のＳＫＰ７５は低燃焼領域での過剰空気比率の設定が±０．１ｋＰａです。
このタイプではこのバイアス比率を＋側は従来通りとし、－側を０．４５ｋＰａ迄
調整可能としました。

その他は標準仕様と総べて共通です。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－４／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

型式・定格

アクチェータ型式

型式・定格

SKP70.121A27SKP75H5012200V

SKP70.121A17SKP75H5011100V
有空燃比制御BIASシフト

SKP70.75512SKP75H0012200V

SKP70.75511SKP75H0011100V
有空燃比制御

従来型番新型番電圧
閉確認
スイッチ

制御機能

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－５／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータ内部断面図

調量ボール・バルブ９

閉確認スイッチ（機種により）８

レリーフ弁（制御バルブ）７

閉止スプリング６

ピストン（ステム）５

油圧発生室４

オイル封入シリンダー（駆動油保持室）３

電気振動式ポンプ２

駆動部ユニット１

ＳＫＰ７５ ｱｸﾁｪｰﾀ

内部断面図

ＳＫＰ７５シリーズは主に比例制御又はＨＩ－ＬＯ制御に使用するアクチェータです。ＳＫＰ７５本体の上部に位置
する２組のダイヤフラムはレバー機構によりアクチェータ内部にある調量ボール弁を動かします。
燃焼用空気圧と二次ガス圧力がそれぞれダイヤフラムを駆動します。ガス対空気比は0.4よリ9.0まで設定可
能であり、設定用スケールは本体側面に表示されます。（Ｐgas／Ｐair） さらに、空燃比を並行シフトできる設定
用ネジが有り、これにより、低燃焼における過剰空気量等が設定できます。
以上の調整は燃焼中にもできます。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

①アクチェータ
液動式アクチェータはオイル封入のシリンダー、電気振動式ポンプ、ピストン、レリーフ弁によって
構成されます。
レリーフ弁はポンプと並列にシリンダの上部と下部のバイパス部にあり、バルブが閉の状態ではレリーフ弁
は開と なっています。
シリンダーの内部にはシール・リングがあり、これによってピストンの上下運動をガイドします。
ピストン下部にはロッドが連結されており、ロッドはピストンの上下運動をバルブステムに伝達します。
バルブは、開度インジケータと通電表示ランプにて外部より確認出来ます。

ＳＬ００７６３４９－６／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータ本体ＳＫＰ７５動作

ＳＫＰ７５
動作説明

アクチェータの閉方向への駆動はバルブボディー内部にあるスプリングにより駆動されます。

プレパージ中は空気圧のみがダイヤフラムに加圧されるので、アクチェータの調量ボール弁は図にお
いて左側（アクチェータ側）へ移動します。

バーナ着火時、バーナコントローラよりＳＫＰ７５へ通電されると同時に、バルブは開となり（スローオー
プン）二次ガス圧力がダイヤフラムへ加圧されます。

空気圧（Ｐａｉｒ）とガス圧（Ｐｇａｓ）とがダイヤフラムにおいて所定の比率でバランスすると、ガスのバルブ
開度は一定位置に保持されます。
これは、アクチェータ内の調量ボール弁が一定開度となり、油圧ポンプを通過する油量と調量ボール
弁を通過する油量がバランスするためです。

燃焼量を増加する場合、空気ダンパが開となるか、ファンスピードが速くなるかにより空気圧側のダイ
ヤフラムが加圧され、アクチェータ内の調量ボール弁は閉方向へ移動します。
これにより、ガスバルブの開度は開方向へ移動し、再度ダイヤフラムがバランスします。

燃焼量を下げる時は空気圧側のダイヤフラムが上記と反対に動作するので、ガスバルブ開度は閉方
向へ移動しバランスします。
供給ガス圧力が変動した場合はガス圧側のダイヤフラムが検知し、空燃比を保持します。

以上の動作により低燃焼から高燃焼の間、空燃比は予め設定された比率が保持されます。
（バーナヘッドの空気及びガスのオリフィスサイズは変化しないことが必要です。）

バーナ着火時に炉内圧が振動するような場合には、炉内圧補正用導管を接続すれば、着火をスムー
ズにするのに有効となります。

工業用加熱炉において腐蝕性のガスを発生するような場合はＳＫＰ７５へ炉内圧補正用導管は接続し
ないでください。

①空燃比設定ゲージ（ＲＡＴＩＯ）
②空燃比並行シフトゲージ（ＢＩＡＳ）
③炉内圧補正用導圧管 （ＰＦ）

④ガス二次圧導圧管（ＰＧ）
⑤空気圧用導圧管（ＰＡＩＲ）

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－７／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５の導圧管の接続

導圧管接続
ＡＧＡ７８

ＳＫＰ７５へ接続される各導圧管は常に空気、ガスの静圧を検知する必要があります。バーナ側及びガス配管
側において、導圧管の先端部が管内に突出しないように接続します。突出していると正しい圧力のフィード
バックができません。導圧管接続位置より下流側にオリフィスを設置する必要がある場合もあります。
ガス配管への導圧管は必ず管の上部に接続してください。下部へ接続すると異物混入の原因となります。燃
焼用空気圧のバーナ側への接続位置は空気ダンパの二次側です。
ＳＫＰ７５への導圧管の内径は最低６ｍｍです。但し空燃比＞３に設定する場合、空気及び炉内圧導圧管の
内径は最低８ｍｍです。
ガス圧導入管は必ずバーナコックの下流側へ接続します。
炉内圧を検知する導圧管は炉内ガスの結露等がＳＫＰ７５へ流入しないような位置に接続します。
ＳＫＰ７５への各導圧管を出来るだけ短くすることにより制御レスポンスが向上します。

《ＡＧＡ７８エアーデバイダ》

ＳＫＰ７５の空気導入最高圧力は、３ｋＰａ（空燃比＞２．０）、５ｋＰａ（空燃比≦２．０）です。
これらを超える空気圧力となる時は、エアーデバイダＡＧＡ７８を使用してＳＫＰ７５への導入圧力を最高圧
力以下になるようにして下さい。
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例）導入圧力がエアーダンパ高燃焼時、７ｋＰａ、低燃焼時２ｋＰａである時、

ＡＧＡ７８－１．７を使用するとＳＫＰ７５へ導入される圧力は、高燃焼時２．６６ｋＰａ、

低燃焼時０．７６ｋＰａとなります。

ＡＧＡ７８は二種類用意してあります。

型式 Ｄ２オリフィス 減衰率（Ｐ２／Ｐ１）

ＡＧＡ７８－１．７ １．７ｍｍ ０．３８

ＡＧＡ７８－２．０ ２．０ｍｍ ０．２４

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－８／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５燃焼調整手順フロー図

ＳＫＰ７５
燃焼調整フロー

パイロット炎の単独調整完了

空燃比設定ゲージ（ＲＡＴＩＯ）①：０．８、並行シフトネジ（ＢＩＡＳ）②：±０であることの確認。
ずれている場合には修正

主炎（メイン）を低燃焼位置に固定して着火。ガス量不足で着火しない場合は
②を＋側に一目盛づつ設定を変更しながら着火するまで繰返す。

定格燃焼の７０～８０％程度まで燃焼量を上げる。Ｏ２，ＣＯ２を測定し、ガス量過多の
場合には①を＜－＞方向へ回す。反対にガス量不足の場合には＜＋＞方向へ回す。
この調整はＯ２，ＣＯ２を測定しながら設定する。

定格燃焼量にて上記と同様の調整を行う。

Ｏ２等が適正であるが定格不足の場合、エアダンパ開度を上げる。
定格オーバの場合には閉じる。

低燃焼に下げ、Ｏ２を測定する。ガス量過多の場合には②を＜－＞の方向に、
不足の場合には＜＋＞の方向に回す。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－９／３３ 2010.04.01



COMBUSTION-
CHAMBER

ＧＡＳ

空燃比並行シフトネジ

空燃比設定ネジ
ＨＥＸ４ｍｍ

空燃比並行シフト
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空燃比設定
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製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５の燃焼調整

ＳＫＰ７５
燃焼調整

パイロット炎及びその他起動インターロック等の調整及び確認が完了したのち主炎の調整を開始します。
主炎着火前に空気ダンパの動作を確認します。
ＳＫＰ７５上部にある設定ゲージ①を予め規定された空燃比にセットします。ＳＫＰ７５の上部にあるゲージ
②の空燃比並行シフトを±０（原点）の位置にセットします。
以上の設定により主炎を着火し定格の９０％程度の位置でＣＯ２又はＯ２を測定します。測定の結果に応じ
て、再度設定ゲージ①により空燃比を調整します。空燃比の調整は燃焼中に可能です。（Ｏ２が過剰の場
合はＰｇａｓ／Ｐａｉｒの値が大きいほうへ）
次に、燃焼量を低燃焼の位置に下げます。この位置において再度ＣＯ２又はＯ２を測定します。測定の結
果に応じて、空燃比並行シフトゲージ②を調整します。
〈＋〉方向はガス量の増加、〈－〉方向は空気量の増加となります。（Ｏ２が過剰の場合は〈＋〉へ）
低燃焼における規定の燃焼量を確認し、空気ダンパのコントロールモータの低燃リミットスイッチ位置を設
定します。
再度燃焼量を増加させ定格燃焼位置までコントロールモータを開けます。規定のガス量が確認された状態
で、ＣＯ２又はＯ２を測定し、空燃比ゲージ①により調整します。
定格燃焼位置（高燃焼）に空気ダンパ高燃リミット位置を設定し、空気ダンパの上限をセットします。
５０％のＨＩ－ＬＯ制御の場合、ＬＯ側も空燃比設定により調整できる場合もあります。

以上の調整及び設定が完了したならば、低から高までの任意の位置でＣＯ２又はＯ２をチェックします。再
調整では必ず高燃焼領域ではゲージ①比率で、低燃焼領域では並行シフトゲージ②で調整します。

ＳＫＰ７５の全ストロークは１６ｍｍです。ＳＫＰ７５の本体の正面にある開度指示が定格燃焼時に１６ｍｍま
で達するとそれ以上ガス量の増加が出来ないためＯ２％は上昇します。この場合、バルブの流量差圧計算
を再度チェックするか、空気量が定格時に必要な圧力より高いことになります。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１０／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電気配線関係

閉確認スイッチ無しタイプ詳細

※ＳＫＰ１５Ｈ０００＊

ＳＫＰ２５Ｈ０００＊のみ

閉確認リミットスイッチ付きタイプ詳細

電源側コネクタ取付部 電源側コネクタ取付部

閉確認スイッチコネクタ取付部

コネクタ固定メスネジ

締め付けトルク０．４Ｎm

コネクタ固定メスネジ

締め付けトルク０．４Ｎm

電源側コネクタ

型式：０４６１１０００

備考：ツバ無し

黒色

閉確認スイッチコネクタ

型式：０４６１０００Ｍ

備考：ツバ有り

グレー

ＳＫＰ電気配線関係

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１１／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

液動式遮断弁SKPx5/SKJx5 結線上の注意

１．コネクタ固定ねじを引き抜きます。

２．ターミナル切欠き箇所に小型のマイナスドライバー等を差込み、

ターミナルをこじあけ、コネクタハウジングよりターミナルを

取り外します。

（過度の力をかけないで下さい、破損する恐れがあります。）

３．ケーブルグランド － ワッシャ － ガスケット － コネクタハウジング

の順で配線ケーブルを差込み、結線方法に従い、ターミナルの

端子へ固定してください。

（ターミナルの締付トルクは最大０．５Ｎ・ｍです）

４．結線後ターミナルをコネクタハウジングに差し込みます。

ターミナルは４方向に組付けることが可能です。

組付け時に“カチッ”と音がなります。

５．ターミナルの端子へ固定後、ケーブルグランドを締めて、

固定して下さい。

コネクタ固定ねじ
締め付けトルク０．４Ｎ・m（MAX）

ワッシャ

ケーブルグランド

パッキン
（アクチェータ装着済み）

ターミナル
締め付けトルク
０．５Ｎ・m（MAX）

ガスケット

コネクタ ハウジング

■コネクタ結線要領

切欠き箇所
■コネクタ組付け要領

１．パッキンをアクチェータ側へ差し込みます。

２．コネクタを差し込みます。

３．コネクタ固定ねじでアクチェータとコネクタを固定します。

推奨締めつけトルクは最大０．４Ｎ・ｍです。

（適正量はおおむね６回転程度の締め込みです）

過度のトルクをかけるとコネクタ取り付け用のインサートねじ

が破損します。

3

1

2
N L

21
3

閉確認スイッチ(選択)電源側

コネクタ締付トルク:0.4N・m (Max)

Max0.4N・m

結線上の注意

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１２／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電源側コネクタ及び配線図

電源側 配線接続

遮断弁への配線は必ずバーナコントローラ、
燃焼安全制御機器の遮断弁端子より直接配
線して下さい。電源より補助リレー等を介して
動作させることは避けてください。
制御回路の電位側，接地側を確認してから使
用願います。

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配
線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

電線管を使用して配線する場合は，ＣＴＣ１９
電線管アダプタをコネクタに装着が可能です。
（製品コード４１５１００４０）

コネクタ外観図 コネクタ組み立て要領図

端子配線図

電源側ｺﾈｸﾀ
及び配線図

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１３／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

閉確認スイッチコネクタ及び配線図

閉確認スイッチ 配線接続

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配
線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

電線管を使用して配線する場合は，ＣＴＣ１９
電線管アダプタをコネクタに装着が可能です。
（製品コード４１５１００４０）

コネクタ外観図

コネクタ組み立て要領図

Ａ

Ｍ20×1.5

端子配線図

内部配線図

閉確認ｽｲｯﾁｺﾈｸﾀ
及び配線図

（遮断弁“閉”時）

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１４／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

Ｍ２０－ＣＴＣ１９変換コネクタ （オプション)

15
.4

材質 ： 黄銅

Ｍ２０－ＣＴＣ１９変換
コネクタ（オプション）

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１５／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

電源中継用コネクタ ＡＧＡ６８（オプション）

ＰＧ９

□27

□33.5

電源中継コネクタ
ＡＧＡ６８

付属品 ガスケット

目的 ＳＫＰ／ＳＫＪ Ｘ５シリーズの電源を分岐するための中継コネクタです。

電源側 配線接続

遮断弁への配線は必ずバーナコントローラ、燃焼安全制御機器の遮断弁端子より直接配線して下さい。
電源より補助リレー等を介して動作させることは避けてください。
制御回路の電位側，接地側を確認してから使用願います。

電気配線は電気容量に余裕を持った、屋内配線規定に基づいた線材を使用すること。

コネクタ部のネジは必ず締めて下さい。

本体材質： ポリアミド
色 ： 黒

M3
（最大締め付けトルク 0.4Nm）

製品使用例

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１６／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

アクチェータの交換・バルブボディへの取付

アクチェータをバルブボディに取付けるビス及びワッシャは
アクチェータに取り付けられております。

アクチェータをバルブボディに取付ける際にアクチェータの
ロッドとバルブステム（Ａ部）が触れる場合があります。
その際にはアクチェータ上部をバルブに対して押し下げる事に
よりアクチェータのロッドは内部に移動しますので、その後ビス
によりアクチェータを固定して下さい。

アクチェータのピストンが完全に上昇している場合、バルブス
テムとロッドの間には約１ｍｍの隙間が発生しますが、一度ア
クチェータを通電する事によりこのクリアランスは無くなります。

閉確認スイッチの調整は出来ません。

ｱｸﾁｪｰﾀの
ﾊﾞﾙﾌﾞへの取付

取扱上の注意事項

●アクチェータとバルブボディ間にはシール剤やパッキン等は使用しないで下さい。
使用する際はＳＫＰ×５シリーズ専用ガスケットをご使用願います。

●アクチェータをバルブボディから外した状態で絶対に通電しないで下さい。

＊アクチェータが決められたストロークを超えた場合､リード線の内部断線やオイルシールを破損し、
使用が出来なくなります。

A部

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１７／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

バルブボディ

ＶＧＧ／ＶＧＦシリーズ

ＶＧＧ／ＶＧＦシリーズ

ＶＧＧ／ＶＧＦシリーズは通常状態では閉止
スプリングによりバルブシートが押されて閉止状態
となっています。
アクチェータＳＫＰシリーズを組付けて使用します。
アクチェータＳＫＰシリーズが通電され、ロッドが
バルブステムを押し下げることによりガスが流れます。
電源が切れるとバルブの閉止スプリングの力により
バルブシートは閉の位置に戻り、ガスは遮断されます。

バルブシートには低流領域での制御性を向上させる為
ディスクプロファイルが取付けられています。

ＶＧＦシリーズの末尾にＪがついているタイプは日本国
内用に対応したＪＩＳ－１０ＫのＲＦフランジタイプです。
輸出などでＩＳＯフランジが必要な場合にはＪのついて
いないタイプとなります。
詳しくはお問い合わせをお願いいたします。

ＶＧＨ 閉状態

ＶＧＨ 開状態

ＶＧＨシリーズ

ＶＧＨシリーズはハイフロータイプのバルブボディです。
遮断弁シートはガスの流れに対し、垂直に取付けられ
ています。
バルブの開閉機構はスイング式となっており低圧損、
大流量に対応しています。
アクチェータＳＫＰシリーズを組付けて使用します。
アクチェータＳＫＰシリーズが通電され、ロッドが
バルブステムを押し下げることによりガスが流れます。
電源が切れるとバルブの閉止スプリングの力により
バルブシートは閉の位置に戻り、ガスは遮断されます。
又、スイング機構の採用により、閉止中の逆火に対し
ても強力な閉止力を持っています。

ＶＧＨシリーズの末尾にＪがついているタイプは日本国
内用に対応したＪＩＳ－１０ＫのＲＦフランジタイプです。
輸出などでＩＳＯフランジが必要な場合にはＪのついて
いないタイプとなります。
詳しくはお問い合わせをお願いいたします。

バルブボディ

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－１８／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

バルブボディ型式・接続・圧力定格

入口 出口

２０Ａ VGG10.204P 17.6 120 Die-cast Al 0.74 2 2 -

２５Ａ VGG10.254P 26.3 120 Die-cast Al 0.68 2 2 -

４０Ａ VGG10.404P 63.8 60 Die-cast Al 1.43 2 2 -

５０Ａ VGG10.504P 93.7 60 Die-cast Al 1.72 2 2 -

８０Ａ VGG10.804P 174.7 60 鋳鉄 12.5 1 1 2

６５Ａ VGF10.654J 144.3 60 鋳鉄 17.8 1 1 2

８０Ａ VGF10.804J 174.7 60 鋳鉄 18.1 1 1 2

８０Ａ VGH10.804J 239.7 60 鋳鉄 18.8 1 1 2

１００Ａ VGH10.904J 408.5 40 鋳鉄 23.9 1 1 2

ＩＳＯフランジ １２５Ａ VGH10.19150 548.7 30 鋳鉄 27.9 2 2 1

流量
(m3/h)

パイロット接
続口(G3/4)

Ｒｐネジ

ＪＩＳ－１０Ｋ
フランジ

最高使用
圧力(kPa)

ボディ材質
質量
（Ｋｇ）

検圧口(Rp1/4)
接続径接続方式 型番

バルブボディ

バルブボディ型式
・接続・定格

●流量：ΔＰ＝０．２５ｋＰａ，比重０．６４による流量でＥＮ規格換算ノルマル流量による表記です。
●最高使用圧力は日本国内での適用です。
但し、ガス会社などの配管基準が適用される場合には基準や規格が優先されます。
又、同様に国外では設置される国による規格が優先されます。

バルブボディ技術仕様

バルブサイズ 全開ストローク

VGG 3/4",1" 8 mm
VGG1 1/2",2" 18 mm
VGG3",VGF,VGH 19 mm

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

適用規格 ＥＮ１６１ Ｃｌａｓｓ Ａ Ｇｒｏｕｐ Ⅱ
耐圧 最高使用圧力の１．５倍
使用流体 天然ガス、都市ガス、ＬＰＧ、空気 （非腐食性であること）
ボディ材質 型番表に記載
バルブステム ステンレス鋼
バルブシート ＮＢＲ
バルブシール ＮＢＲ
質量 型番表に記載
バルブ全開リフト量 右表

ＳＬ００７６３４９－１９／３３ 2010.04.01



破線➊➋➌

AGA66組付け時
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差
圧
 Δ
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ｋ
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ａ
）

製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＶＧＧ／ＶＧＦ／ＶＧＨ流量差圧特性

／ｈ）（Ｎｍガス流量：

／ｈ）（Ｎｍ空気流量：

ガス比重：

：換算率

３

３

    

   

  
  

1

QG

QA

dv
f

dvf

QAfQG

=

×=

流量係数の換算

流量差圧特性チャートの流量Ｑは比重（ｄｖ＝
１．０）の空気で表記してあります．各種ガス
の流量に換算するには，以下の数式を使用し
ます．

ガス名称
発熱量
MJ/Nm3
(kcal/Nm3)

比重 dv
空気＝1.0

１３Ａ
46.047
(11,000)

0.64-0.65

６Ａ
29.302
(7,000)

1.22

６Ｂ
20.93
(5,000)

0.55-0.68

６Ｃ
18.837
(4,500)

0.5-0.62

プロパン
101.302
(24,200)

1.55

ｎ－ブタン
133.954
(32,000)

2.09

① ② ③ ④ ⑤⑥⑦⑧ ⑨

① VGG10.204P 20A
② VGG10.254P 25A
③ VGG10.404P 40A
④ VGG10.504P 50A
⑤ VGF10.654J 65A

VGG10.804P
VGF10.804J

⑦ VGH10.804J 80A
⑧ VGH10.904J 100A
⑨ VGH10.19150 125A

⑥ 80A

流量差圧特性

AGA66については
シールド用パッキン
（オプション）項を
御参照下さい。

➊ ➋ ➌

実線①－⑨

標準状態

➊ VGG10.204P 20A
➋ VGG10.254P 25A
➌ VGG10.404P 40A

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２０／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

最小制御流量

最小制御流量

ＳＫＰ７５シリーズでは各バルブボディにより、供給圧力、設定二次圧力、流量により制御可能な流量が決まって
おり、この値以下の領域で使用した場合、ハンチングが発生し、振動燃焼や断火の原因となりますので注意ねがい
ます。 Ｐｉ：ＳＫＰ７５を使用するバルブの入口圧力 （ｍｂａｒ＝ ０．１×ｋＰａ）

Ｐｏ：ＳＫＰ７５の低燃焼時圧力（ｍｂａｒ＝ ０．１×ｋＰａ）
Ｑ：バルブの空気通過量 （ｍ３／ｈ）

例：５０Ａのバルブの場合
入口圧力が２５ｍｂａｒ（２．５ｋＰａ）で低燃焼時圧力が ２ｍｂａｒ
（０．２ｋＰａ）に設定した時、５ｍ３／ｈ以下でハンチングが発生します。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２１／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５ 外形寸法図
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test point

Pressure
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168.9

Rp1/4

Rp1/4

SKP75
外形寸法図

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２２／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＧ１０．２０４Ｐ／１０．２５４Ｐ／１０．４０４Ｐ／１０．５０４Ｐ 外形寸法図
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SKP75 +VGG
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２３／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＧ１０．８０４Ｐ 外形寸法図
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SKP75 +VGG(80A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２４／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＦ１０．６５４Ｊ 外形寸法図
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SKP75 +VGF(65A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２５／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＦ１０．８０４Ｊ 外形寸法図
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JIS10K 80A FLANGE

SKP75 +VGF(80A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２６／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＨ１０．８０４Ｊ 外形寸法図
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SKP75 +VGH(80A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２７／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＨ１０．９０４Ｊ 外形寸法図
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SKP75 +VGH(100A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２８／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

ＳＫＰ７５＋ＶＧＨ１２５ 外形寸法図
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SKP75 +VGH(125A)
外形寸法

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－２９／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

シールド用パッキン（オプション）

ｼｰﾙﾄﾞ用ﾊﾟｯｷﾝ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

取り付け上の注意

◆ガスケットシールジョイントとスペーサーは必ず両方の部品を組み付けて下さい。
◆本部品以外のガスケットやパッキン、シール剤は絶対使用しないで下さい。
（アクチェータが決められたストロークを超えた場合、リード線の内部断線やオイルシールの破損に
つながり、使用が出来なくなります。
◆２０Ａ～４０Ａのバルブボディにシールド用パッキンを組み付けの場合、最大流量が下がります。
ご使用の場合は御注意願います。
◆旧タイプのＳＫＰｘ０シリーズにはシールド用パッキンは使用できません。

防滴規格：ＩＰ５４構造のアクチェータをＩＰ６５にすることが可能なシールド用パッキン。

《型式：ＡＧＡ６６シールド用パッキン》
内訳
ガスケットシールジョイント：１ヶ
スペーサー：１ヶ

粉塵やホコリ、ゴミなどが舞う、劣悪な環境下に於いて、アクチェータの隙間からの不純物の混入
を防ぎます。

１ のスペーサーをバルブボディのステム（軸）部に被せる様にセットし、
２ のガスケットシールジョイントの溝の部分がアクチェータ側に向くようセットし、取り付けて下さい。

アクチェータの隙間から入り込んだ不純物がステムに付着し、長期間使用中にシール用Ｏリング
が損傷、駆動油の漏洩やガス漏れが発生していた環境で効果があります。

ＶＧＧ１０．２０４Ｐ（２０Ａ） ＶＧＧ１０．２５４Ｐ（２５Ａ） ＶＧＧ１０．４０４Ｐ（４０Ａ）のバルブボディに
シールド用パッキンを使用しますと最大流量が約２５％下がります。
詳しくは流量差圧特性表を御参照下さい。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－３０／３３ 2010.04.01



ＳＫＰ／ＳＫＪ本体

装着図
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導圧管アダプタ

材質：Ｃ３６０４
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R1/4Rp1/4

Φ
6

17

製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

導圧管アダプタ（オプション）

導圧管ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－３１／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

サーモスタット付ヒータ（オプション）

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付ﾋｰﾀ
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

寒冷地仕様ヒータ

《型式：AGA６３サーモスタット付きヒータ》

極寒地にて周囲温度が氷点下まで低下した場合、アクチェータ起動時には駆動油の粘度が増加
し、通常よりも開時間が長くかかり、安全時間内に着火が出来なくなることがありました。

サーモスタット付ヒータは一定温度以下になったときに内部の駆動油を常温程度まで温め、極寒
時の着火を容易にする効果があります。

サーモスタットが内蔵されている為一定の温度以上では作動せず、安全の確保と省エネ設計に
なっております。

取り付けはテンションスプリングで容易な固定になります。

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

ＳＬ００７６３４９－３２／３３ 2010.04.01



製品技術仕様書

型番

名称

仕様書番号 作成年月日

取扱注意事項

ＳＫＰ×５
取扱注意事項

ＳＫＰ７５／ＶＧ・・

空燃比制御液動ガス遮断バルブ（低・中間圧用）

※記載内容は予告なしに変更させていただく場合がありますので、あらかじめ御了承ください。

ＳＬ００７６３４９－３３／３３

１．本機器は燃焼安全上の重要保安部品です。必要な所以外は本品を分解しないでください。
分解をした製品は絶対に再使用しないでください。

２．バルブを使用する配管中のガスが仕様に適合していること。
特殊仕様のＶＲ．．バルブボディ以外は都市ガス，天然ガス及びＬＰＧ等の非腐食性ガス用です。

３．遮断弁本体の上部に液体がかかる可能性のある場所には設置しないこと。
４．配管中のガス圧力が仕様書の圧力範囲内であること。
５．遮断弁を配管に取り付ける際は必ず上流配管内の異物を除去するパージを実施すること。
６．バルブ・ボディ内部にはメッシュプレートが装備されていますが，上流側には必ずガスフィルター（ストレーナ）
を装備願います。ＶＧＨ．．にはメッシュプレートが装備されていません。

７．取付場所は－１０～＋６０℃の温度範囲内であること。
８．電気配線は、電気容量に余裕をもった、屋内配線規定に基づいた線材を使用すること。
電気配線に使用する線材は外的要因により絶縁が破損破壊されるおそれのないものを使用すること。

９．配線コネクタは電源用（黒色）、閉確認スイッチ用（灰色）で、形状も異なり、取り付けは出来ません。
取付コネクタを無理に取付ないこと。

１０．操作電源の高電位側と接地側をバーナ・コントローラと正しく接続すること。
補助リレーの接点を介して直接電源より使用する事は絶対に行わないこと。
アクチェータの消費電力（ＶＡ）と燃焼安全装置の接点容量を確認すること。
燃焼安全装置の選定に際しては認定合格品の使用を推奨します。
燃焼安全装置の電源接続に際しては，電源相と接地相を必ず確認すること。

１１．作業時は必ず電源をＯＦＦにする。安全回路をバイパスしてバルブには通電しないこと。
１２．電気配線作業やその他の作業で実際にガスを必要としない作業をする時は、必ずガスの元コックを
閉じてから作業すること。

１３．アクチェータはバルブボディより外して通電しないこと。（破損、油漏れの原因となります。）
１４．全閉確認リミット・スイッチは、運転前に元コックを閉とし、全閉の位置を正確に確認しているかをチェック
すること。

１５．バルブ・ボディの配管接続口メクラカバーは配管作業をするまで外さないこと。
バルブボディのパイロット配管接続口やガス圧力スイッチ取付口で使用していない接続口のメクラネジに
緩みがないこと。
バルブ・ボディには，いくつかの圧力検知タップが設けて有ります。使用前に必ず各タップの増し閉めを
行うこと。

１６．バルブボディに示してあるガスの流れ方向が実際のガスの流れ方向と同一であること。
１７．配管設計の際、アクチェータ交換を想定し、バルブ取り付け後のメンテナンススペースを確保すること。
ネジ込み式は上下に３０㎜以上、フランジ式は上下に８０㎜以上必要です。
外形寸法図に記載の交換脱着スペースを確保願います。

１８．配管とバルブを接続する際、接続するバルブ側の六角部をレンチで固定すること。
反対側より圧力を加えるとバルブ本体をいためることがあります。

１９．ＳＫＰ７５、５５、２５のガス導圧管は、必ず金属製の配管材料を使用すること。
ＳＫＰ７５で炉内圧力の配管を使用する場合は，炉内の結露が配管内に進入しない経路で配管すること。

２０．シール剤の塗布はネジ先端より２山目から塗布しバルブボディ内のシール剤の流入がないこと。
２１．本遮断弁の上流側に減圧装置が位置する配管系統の場合は異常圧力上昇を検知し、燃焼停止を行う防護
回路及び装置を装備する事を推奨します。

２２．ガス圧力スイッチを安全規格に準じて装備すること。
２３．バルブ配管のサポートが充分であること。
２４．定期的に弁の通り抜け及び外部漏れ試験を実施すること。
外部漏れ試験を実施する時には試験器やガス検出器等を用いて行うこと。
検出液を使用する場合には非腐食性のガス漏れ専用の検出液を使用し、使用後は充分に液を
拭きとり、充分に乾燥してから使用を開始すること。
内部にまで 浸入しているような場合にはメーカに返却し、動作を確認してもらうこと。

２５．検出液を使用する場合には電気部分（コイルを含む）には検出液がかからない様にすること。
アルミを腐食する液体は使用しないこと。

２６．バルブ本体、アクチェータは塗装しないこと。塗料がシール部へ進入し外部漏れの原因になります。
２７．本取り扱い注意事項を必要に応じて抜粋し，燃焼装置の見やすい位置に表示願います。
２８．その他ご不明な点につきましては、御連絡お願い申し上げます。
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